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くりの接ぎ木について 

 

１．接ぎ木の時期 

  樹皮が形成層の部分まで剥ぐことができるようになってからであるが、大

体４月下旬から５月上中旬に行うことが多い。ただ穂木の芽が発芽していな

いのであれば、それ以降でも可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．接ぎ木の手順 

  接ぎ木の方法は、次ページに書かれている方法があるが、主なものとして

「切り継ぎ」、「割り接ぎ」がある。 

 【穂木の確保と準備】 

  ①接ぎ木する年の３月初めまでに、穂木を確保し冷蔵庫の奥のように温度

変化が少ない場所に保管する。剪定のときに行うのがよい。 

  ②保管時は新聞紙（できれば濡れた新聞紙）でくるんだものを、黒いビニー

ル袋に入れて空気が入らないように縛っておく。 

   

 

 

 



 

【接ぎ木のやり方】 

 

 

 

 


